
令和５年４月国見町教育委員会定例会 会議録 

 

１．招集日時   令和５年 4月１4日（金） 午後５時１５分 

 ２．招集場所   観月台文化センター 第１会議室 

 ３．出席委員   １番委員 高橋 幸子（教育長職務代理者） 

          ２番委員 志村 裕美 

          ３番委員 中村 裕美 

５番委員 菊地 弘美（教育長） 

４．欠席委員   ４番委員 引地  亨  

 ５．説明のため出席 

          教育総務課長        大勝 晴美 

          教育施設課長        中條 伸喜 

          生涯学習課長        小野 笑子 

          指導主事          高橋 正浩 

６．書  記   課長補佐兼総務係長     豊野 好洋 

主任主査兼こども教育係長   五十嵐佐和 

７．傍 聴 者   なし 

 ８．開  会   午後５時１５分 

 ９．教育長あいさつ 

10．会議の成立   教育長が、教育委員半数以上の出席であり、会議が成立していることを宣言 

した。 

11．会議録署名人 会議録の署名人について１番 高橋 幸子委員、２番 志村 裕美委員を教育長が 

指名した。 

12．会期の決定  教育長が会期を諮り、本日１日とすることを決定した。 

13．会議録の承認 事務局より 3月定例会会議録の概要について説明し、異議なく承認された。 

14．教育長報告 

（１）議会 3月定例会報告について 

   新年度予算について、資料のとおり報告した。 

（２）教育長出席会議等について 

   教育長の出席会議・行事等について、別紙資料のとおり報告した。 

 

   15．議事 

議案第 9号 国見町部活動指導員設置規則の一部改正について 

教育総務課長より別紙資料に基づき説明した。 

なお、各委員より出された意見は以下のとおり。 

志村委員 会計年度職員の指導員は通年雇用となるのか。 



教育総務課長 町で時短雇用（パートタイム）として任用し、活動してもらうようになる。 

志村委員 他の仕事もして、ダブルワークという形で指導するのか。 

教育総務課長 おもに土・休日に指導にあたることを想定している。そのため大きな金額にはな

らないし、保険も自分の勤め先で入っていただく。 

志村委員 休日のサポートということなのか。 

教育総務課長 勤めている人だと平日は難しいと思う。 

中村委員 第６条の服務について、本人への説明、教育はどのような形で行われるのか。 

教育総務課長 スタートする段階で、しっかりと説明をする。 

高橋委員 指導員は主に運動系の部活になるのか。休日は３時間を超えないで活動するとなっ

ているが、吹奏楽部などはどうなるのか。 

教育長 部活動の時間については、決められていることがあり、それに沿って指導していくので

あまり変わりはない。運動部と文化部で違いが出てくるので説明してほしい。 

教育総務課長 文化部についても順次進めていくようになるが、現段階では学校の先生の指導

になる。 

教育長 文化部、特に吹奏楽部になると先生の指導、パートごとの指導、全体を通してできるの

かなどすごく難しい。引き続き、協議を進めていきたい。改正するのは全体を通して適用され

るものではあるが、当面できるところという形をとって、全てではなく一部の運動部というこ

とになる。 

中村委員 町内に指導員はいるのか。町内の地域の方が理想だが。 

教育総務課長 特に地域の方と限定はしていない。指導力のある方、対応できる方にお願いし、

実際に指導に入られている地域の方もいる。その方と相談しながら指導員として入っていた

だけるように検討させていただきたいと思っている。 

教育長 具体的にどの部活とは決まっていないが、ソフトテニスや卓球になると思う。まずは指

導していただける方がいらっしゃるかどうかが大事。受け皿となるスポーツ少年団やスポー

ツクラブがないと厳しいと思う。 

   

16．協議・報告 

【報告事項】 

１ 国見町教育委員会公印規則の一部改正について 

規則の一部改正について、教育総務課長より資料・別紙に基づき報告した。 

 

２ 事務分掌・事業執行計画について 

令和５年度事務分掌・事業執行計画について、別紙に基づき各課長より説明した。 

 

３ 令和 5年度一般会計（教育費）4月補正予算の概要 

くにみ学園構想の事業費について資料に基づき、教育施設課長より説明した。 

 

４ 令和 5年度学校教育・幼児教育指導の重点について  



  自ら学び心豊かにたくましく郷土を守るくにみの子の育成の目標、達成むけて別紙に基づき、

高橋指導主事より説明した。 

 

５ 令和 5年度国見町教育委員会重点取組事項について 

 各学校等の重点実践項目の具体的手立て取組について資料に基づき、高橋指導主事より説明

した。 

 

6 住民説明会について 

 「くにみ学園基本構想（案）」の概要及び「高規格救急自動車研究開発事業等」の住民説明会

について、教育施設課長より説明した。 

 なお、各委員からの意見は以下のとおり。 

志村委員 くにみ学園の課題と現状について、小１プロブレム、中１ギャップについては説明さ

れているが、その他に幼小中では不登校、通級学級、ふれあい、なかよしなど支援が必要な児

童生徒などが増加傾向にあり、対応が必要である。中１、小１だけではなくその他の取り組み

も含めて、これからも重要だという説明が必要では。 

教育施設課長 資料の記載として追加は難しいが、説明の中で更にわかりやすく話をしたい。ま

た、今後の資料作りに今回の意見を取り入れていきたい。 

教育長 今回の話はどうしてくにみ学園が必要なのかというところが見えずらいので、実際に

不登校の生徒が増えていることや通級学級の話なども入れて口頭で説明していきたいと考え

ている。 

高橋委員 これからくにみ学園の概要を地域に説明するにあたって、ハード面はわかりやすい

と思うがソフト面については実現したいこと、現状の説明を大事にしていかないと地域の方

から協力は得られないと思う。どんな学校にするのか、理念の部分は大事に説明してほしい。 

中村委員 高規格救急自動車研究開発について、公募型プロポーザル審査とはどのような方法

なのか。 

教育施設課長 プロポーザル条件を提示し、条件に合うか審査する。通常は複数社が参加した場

合、点数を付けて決めるが、今回のプロポーザル参加は一社のみだった。 

中村委員 財務状況の確認は実現可能なのか。審査はないのか。 

教育施設課長 こちらでは把握していない。今後、プロポーザル実施する場合は資格審査をし、

よく把握し、受け付ける必要がある。 

 

7 教育総務課報告 

① 令和 5年度保育所・幼稚園・小中学校等子ども数について 

② 保育所・幼稚園・小中学校の入学式等について 

③ 新学期以降のマスク着用について 

④ 国見小学校通級指導教室「えがお」について 

⑤ 国見町教育支援センター「ステップ」について 

 



 

８ 教育施設課報告 

① 子どもクラブ児童数について 

② 国見子どもクラブ開所式について 

③ スクールバスの接触事故について 

 

9 生涯学習課報告 

① 芸術文化事業について 

 観月台寄席、古典落語について 

② 社会体育事業について 

 文化・スポーツ活動等激励金交付について 

③ 図書館事業について 

 図書館利用状況、図書館臨時休館について 

④ 施設管理等について 

 施設利用状況、施設の一部利用制限について 

⑤ 今後の予定等について 

 

10 その他 

・令和 5年度国見町教育委員会年間スケジュール、関係職員緊急連絡表について別紙にて教

育総務課長より説明した。 

・令和５年 5月教育委員会は 5月１2日（金）午後５時１５分より観月台文化センター第１

会議室で開催予定 

・福島県市町村教育委員会連絡協議会伊達支会役員会は 4月 26日（水）午前 10時 30分

より伊達市役所で開催予定 

・福島県市町村教育委員会連絡協議会定期総会は 5月 8日（月）10時 30分よりキョウワ

グループ・テルサホールで開催予定 

      

17．閉  会  午後７時 2５分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

上記記録の正確なることを認めここに署名する。 

 

 

令和５年 4月１4日 

 

             議事録署名人 

 

               1番委員 

 

               2番委員 

 

 

会議書記     課長補佐兼総務係長 


